
事業性評価の信頼性を高めるための取引先企業との向き合い方

2024年2月28日
令和5年度知財金融シンポジウム
追手門学院大学経営学部学部長 水野浩児



水野浩児プロフィール
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水野浩児（昭和43年生まれ・５５歳）
追手門学院大学経営学部教授・学部長
アルインコ株式会社（プライム）社外取締役（2022年6月から現在）
北おおさか信用金庫 非常勤理事（2020年6月から現在）
大建工業株式会社（プライム）社外取締役（2011年6月から2021年）

（顧問）
河内長野ガス株式会社コンプライアンス担当 ・ JFLAホールディングス顧問
医療法人顕夢会倫理審査委員長 等

（社会貢献）
経済産業省「ローカルベンチマークガイドブック」編集メンバー
金融庁「業種別支援の着眼点」研究会メンバー
財務省近畿財務局「地方創生推進メンバー」アドバイザー
ラジオ大阪「水野浩児の月曜情報スタジオ」メインパーソナリティー（約20年）
関西学生サッカー連盟副理事長

（研修・講演）
経済産業省・近畿財務局・全国銀行協会・地銀協・第二地銀協・全国信用金庫協会
・保証協会等全国の地域金融機関・支援機関 等

（最近の著書）2022年5月 事業性評価スキルの強化書 （経済法令研究会）
2023年9月 債権の良質化における新展開（経済法令研究会）



１・事業性評価に基づく融資のプロセス 「事業者との対話の重要性」
「対話」から客観的に評価できる「強み」を聞き出せるか
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１・事業性評価に基づく融資プロセス・・・将来性を評価するための「対話」が基本
①企業の「事実情報」収集・・・金融機関等の担当者が経営者との「対話」で実現
②「事実情報」を「評価情報」に転換する「事業性評価」・・・金融機関の支店や本部で実施
③評価情報を経営者（企業）にフィードバック・・・共通認識を行う「対話」が必要
④企業価値向上につながる金融機関としての対応・・・事業性評価に基づく融資

２・事業性評価の根幹は経営者と「対話」＝「顧客を知ること」「強みを把握すること」
① 技術やノウハウなどの知財・無形資産は、企業の強みの源泉
② 業種特性を理解し的確なヒヤリングのために「業種別支援の着眼点」（金融庁）を活用
③ 図解・写真等、直感的な理解の重要性→若手職員には効果的（文字を読まない世代）

３・事業性評価に基づく融資の根幹は「情報の非対称性の解消」
① ローカルベンチマークは「情報の非対称性解消」のための「対話」ツール
②「ロカベンガイドブック」（経済産業省）はマニュアル的な存在



２・事業性評価におけるＳＷＯＴ分析（活用知財・無形資産の評価）
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・金融機関職員の事業性研修などを行う上で、自然とSWOTできる「力」の必要性を感じる
・金融機関で取り組む事業性評価は「事業者支援」を行うために行うケースが多い
・「事業者支援」を円滑に進めるには「事業計画」策定できる情報が必要となる
・「事業計画」に必要jな情報は将来キャッシュフロー
・将来キャッシュフローの把握の蓋然性を高めることの必要性→的確な「強み」の把握×「機会」分析
・技術やノウハウなど知財・無形資産は、企業の「強み」の証明→計画の信頼性が高まる
・知財・無形資産を「上手く表現する力」があれば計画策定面で優位となる→事業性評価の信頼性向上

プラス要因 マイナス要因

内部環境
強み（Strength）

自社の持つ強みや長所、得意なことな
ど

弱み（Weakness）
自社の持つ弱みや短所、苦手なことなど

外部環境
機会（Opportunities）

社会や市場の変化などでプラスに働く
ことなど

脅威（Threats）
社会や市場の変化などでマイナスに働くこと
など

 外部環境分析・機会（Opportunities）、脅威（Threats）に苦手意識が強い。
 市場環境や将来分析など仮説やイメージになれていない→知財・無形資産の評価とつながる



３・金融仲介機能の発揮に向けたプログレスレポート2023抜粋
（業種別支援の着眼点の活用目的・意義）
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４・業種別支援の着眼点のコンセプトと活用期待（事業者支援の第一歩）
若手職員の支援業務に役立つ初動対応ツール
2023年11月 追加３業種（製造業・サービス業・医療業）試行版公表
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５・ロカベンガイドブックの有効活用（非財務情報と財務情報の関係）
技術・ノウハウ（知財）等の非財務情報と財務情報の関係把握
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６・本格的な事業者支援の動き（金融行政方針2023）
知財・無形資産を事業者支援に生かすチャンス
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（令和５年金融行政方針 １頁 抜粋）
（１）事業者支援の一層の推進

財務局による「事業者支援態勢構築プロジェクト」については、これまでの取組によ
り構築された事業者支援態勢の実効性を確認しつつ、・・・・経営改善支援や事業
再生支援等をより円滑に進められるよう、経済産業局や地域の関係者との連携・
協働を深化させ、取組を発展させていく。
（２）地域経済の活性化に向けた事業者支援能力の向上

事業者支援に携わる地域の関係者の連携・協働に向けた働きかけを面的に進め
るとともに、地域金融機関の現場職員が事業者支援のノウハウを共有する取り組
みを後押ししていく。・・・・・現場職員が経験に関わらず円滑に事業者支援に取り組
めるよう、「業種別支援の着眼点」について、その対象業種の拡充と普及促進に取
り組む。 
（３）事業者支援の更なる促進に向けた対応

地域金融機関による事業者の経営支援改善や事業再生支援等については、これ
に実際に取り組む地域金融機関のビジネスモデルや地域金融機関職員個人のイ
ンセンティブと整合的なものであることが望ましい。



７・経営改善・事業再生支援の本格化に向けた対応
（金融庁：令和5年11月27日案公表・令和6年1月31日パブリックコメントの結果等の公表）
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